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専攻科(保育専攻)における「修了研究及び論文」の実践報告+

小林伸雄

KOBAYASHI Nobuo

夙川学院短期大学に等攻科(保胄專攻)が設吋され、3年制の保胄士族成課程として認可を 

受けてから8年が経過し、これまで5期にわたる修f生を辈出してきた。その間幾度かのカリ 

キュラムの変更がなされたが,「修了研究及び掄文」(以下「修了ゼミ」とする)は3黾位の修 

了必修科Hとして、変わることなく專攻科(保育存攻)におけるカリキュラムの中心に位Sづ 

けられてきた。

戸惑いながら始めた「修rゼミ」もs年目ともなると過去の学生の研究成果や指褲者侧のノ 

ウハウも蓄積され,研究内容の質的な高まりが見られるようになってきた。

そこで小論では2008年度のr修了ゼミ」の中から一本例を取りIこげ,テーマ設定から研究 

発表およびその成果までを詳述することによって、実践報告とする。

キーワ"-ド：保育者类成、ゼミ、卒論、学生の社会参加愈識,6己肯定感

1.はじめに

『修了ゼミJは專攻科(保育电攻)における修了必 

修科目として発足当初より3単位という少なくはない 

単位数を設定し、学生に專攻科生としての自覚と学習 

意欲の向上を促すカリキュラムの中心的存在として位 

匮づけられてきた.

『修rゼミjが四年制大学における卒業綸文に相当 

するものであるとの考え方は教員•学生共に多少の温 

度差があるとは言え、ほぼ共通の認識を得ているもの 

と言ってよい。

当初「修了ゼミJは時間割の中には組み込まず,教 

貸の空き時間と学生の空き時間を照らし合わせながら 

任,®に卟問を設定するというA曲度の跖さもこの科S 
の特殊性を去わしている,学生や教只の中には戸惑い 

を觉えるものもいたが、自分なりのベースで研究活動 

が行えることから既ね学牛や教員の受け取り方も良好 

であったC
学生は論文の場合400字誌め原稿用紙に換篇して30 

枚程度を基準として提出することになっている。また、 

怍品や演奏といった形式をとる掛かこも同じくIQfe程 

度の副編文の提出を義務づけている。学生にとっては 

他の授業や尖習の合問を縫っての研究活動であり論文 

執筆であるため、かなりの苦労を強いられる訳である 

が,この「修了ゼミJによ〇て專攻科(保奇導攻)牛 

としての_覚や帰诚您識を持っようになる学生も少な 

くない。

このような「修了ゼミJむ5年目を終え,手探りで始 

めた学生への指薄もようやく形ができてきて：一定の 

成果を｝Jfることが可能になってきたと3■える,

较新の2008年度の「修fゼミ」(小林ゼミ)受搆生の 

中から特定の•名を選び,テーマ設定など研究活動の 

最初から研究発表およびその成果までを詳述すること 

によって、「修了ゼミJを5年問指薄してきた結果到违 

した現時点での自分なりのまとめとしたい。

2.方法

調切問:2008半4JU4ロー2009年2门28日
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凋奔対象:夙川7粒®«入学兒®教育学科•専攻科 

(保育專攻)「修fゼミJ (小林ゼミ)受講生 前川 

あゆみ

糊き：「修rゼミj (小林ゼミ)の開始から終rま 

での経過をたどり、その時々における前川の考察や課 

題没定、指導内容と課題逸*に到る経純などを報告す 

ることによって「修了ゼミJの自分なりの方法論を浮 

かび上がらせる。

3,授業の展開と考察

<「修了ゼミjの受講登録>

「修丫ゼミJは4月のオリエンテーション時の教tlに 

よるゼミ内容のW頭说明から類的にスタートする。

口頭说明の時に配ftされ6前年度の『「修'I*研究およ 

び論文』研究録Jとそれぞれの教flが研究分野を簡蜞 

に紹介したブリントでもおおよその研究内容を想定す 

ることはできるが,学生がより深くそれぞれの教flの 

專P1分野と研究内容を理角¥するのは、その後に行われ 

る教flとの直接面談によってである。

学生は1週間程度の間にできる限り、興味のある分野 

やしてみたt 内容を指溥してくれそうな教员の元

を訪れ、直接面談しながら拘3教員を選ぶ〇阁談の際、 

教ft側も学生の志向する研究内容と_分の專門性との 

マッチングや研究に対する盘欲などを確認するが.私 

は-年問に及ぶ研究活動を行うことが相当域の時問と 

努力を必要とすることや研究内容が子どもに何をもた 

らすのかとV、う視点を抜きにして考えてもらっては困 

るということを充分説明し,納得のhで受講するよう 

話し合うようにしている。

その後の登録によって人数に偏りが出た場合には教 

員と学生との話し合いによる調整が必要になる場合も 

あるが、ほとんどそこまでで担当教Hが決まり、_ 

による振り分けなどは過去一度もなかった.

造形分野への希窒者は毎年多く、教ft—人4たりに 

対する平均学生数をいつもかなりオーバーするr 2008 
年度も9名の学生をゼミ生として受け入れた

その屮の-人が今H取り上げる前川である,

前川は1回生時に「造形表現I」「造形表現0j、2 
囲生時に「幼児美術」で私の授業を受講しており、物 

を作ったり,描いたりすることが好きなこともあって, 

迷うことなく私のゼミを登録したようである。

最終的に發録人数が9名であったため全Aを受け人 

れることにして受講登録は完rした.

<研究活動への導入>

受講登録完了後,4门24山こ第1回Hの集まりを持ち, 

今後の予定等についてのガイダンスを行った,

この段階ではまだどのような研究をするのか、研究 

成果を綸文にまとめるのか作品を制作するのかさえも 

決まっていない&最初からこれを作りたいというよう 

なはっきりとした目標を持ってゼミに臨むことは極力 

避けるようにということを面談の際に伝えてあるので、 

当然の結果とも言える。学生途にとっては、自主的に 

研究活動に取り組むというような経験はほとんど初め 

てのことなので,この状態からのスタートはむしろ好 

都合と言える。

二のゼミには造形や吏術など作ったり描いたりする 

二とを好む学生が集まっているので,ややもすると自 

分の作19たい作品を趣味的に作る二とが研究活助であ 

ろと勘違いされるおそれがある。それを避けるためガ 

イダンスでは、作品は研究の結果であり、それが綸文 

の形をとることもある。ということを指導するように 

してい6,そして、研究の中心にまず「子ども」を据 

えることを強調する。

2年問の本科での学びの中で、それぞれ学先は自分な 

りの教行観や^存崧を形成してきているはずであるL, 
教育突習などを通じてある程度子どもの実態に触れる 

経験もしてきている。そしてこれからの1年間,專攻科 

(保育専攻)においてより深く勉強をし,将来質の商 

い優れた保育者を目指す学生にとって,このゼミでも 

う一度II分の教育観•保觀を見つめ鹵し,深い子ど 

も坪解の.ヒに立って自ら設定したテーマにっいて研究 

を進めることが,その冃的を遠成し、fl己肯定感を獲 

得するための契機となると考えるからである。

<主な研究活動の内容>

ゼミ生には1年問の予定衷を配付し,おおよその見 

通しを持って研究活動に入れるようにした„予定表は 

以下の通りである。

4月一 5月

話し合い、调査、見学etc■ー テーマの設定
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5月26 ロ(月)一6月7日く±)[保育実習IA] 
テーマの確認、新たな視点

6月 保育実習からの報告、話し合い一研究内容

を決定、研究計画を提出

7月 アイデアスケッチ,城乱 材料の瀾逢etc.-
試作

8月 ボランティアなどで試作品の検証- 改良

-製作

9月8日(月> 一9月20日(土)[保育実習IB]
可能であれば検証、新たな視点

9月 施設実習からの報告、話し合い

9J1-1 〇 月

製作完成(K) 論文の執笨を開始

10月2 0日(月)一11月1B (土) [保育実習

IIまたはm]
検証

11月保育実習からの報告,話し合い

11月一12月

改良—完成 綸文の執策

1月 発表会 綸文の仮提出

作品の改良•修正 ,論文の添削•修正

1月30日(金)

作品•論文の最終提出(17:0〇まで)

2月 学外での発表等

2月19H (木)

r研究铁fの昭稿(A4 Ji開き2ベージ-Word 
文害データ)提出_

3月19日(木)

「研究紋！の免行•配布

<テーマの設定>この_f’定表の通り進めることとし, 

前期はほぼ週1回の集まりを持っようにした.特に般 

初は全員での討論を心がけ、各自が持っている教育 

観•保行観や子ども観を検征し,お互いに補完し合い 

ながらより確间としたものになるよう話し合った。i 
た,_f-どもにまつわる最近の出來事や話題.気になる 

私柄などを話し合って,自分が興味を持てるテーマを 

探らせるようにした。私は討論や話し合いが活発にな 

るようコーディネートしたり,話題が停滞しがちにな 

った新たな方向性を示したり、学生の知識だけでは 

解決できないような状態に陥った時には可能な範囲で 

ヒントや解決策を提供したり、といった役回りに徹し, 

できるだけ学生自らが自分の問題としてテーマを把握 

できるように努めた〇

<調在•見学>ある槌实自分のテーマが見えてきた 

頃に、それをより強固なものにするため、あるいは作 

品化する際にすでに似たようなものが存在しないか, 

またもっと獲れたものがあるのではない力1,というよ 

うなことを検I正するために離.見学の機会を設ける 

ようにしている。眞_には「有馬おもちゃ_館』 

や『三鷹の森ジブリ芙術館」などである。世界的に知 

られる後れた遊具•玩具などの展示は学生にとって刺 

激となり触発されて思わぬアイデアに結びつくことも 

ある。

<保育実矜>研究活動屮3度ある保荇実習(保育阑 

や児彘福扯M役で行う実習)を、研究内容と進度のチ 

ヱック期間として位Eづけた。自ら設定したテーマや 

作品を実際に子どもの中に骰いてみて、妥当性を検証 

し、テーマや研究内容についての新たな視点を獲得す 

るチャンスと捉えるよう促した,また,3度の実習期 

問を節目と捉え,進度をチェックするようにした。な 

かなか予定通りには進まない学生もいるが、遅れてい 

Sなりに自分の遇れがどの程度のものであるかを知る 

H安になるので,以後のスケジュールを立て•■H'くな 

ることが利点として挙げられる。

く学外発表>私の修rゼミの蝣合、研究成果の発表 

を作品形式でする学生が多いが,できるだけ学外での 

免表を勧めるようにしている。

子どもを中心に据えた研究である以k,またそれが 

作品という形をとるのであればなおさらのこと、了-ど 

もへのフィーKバックがなけれぱ意味がないと考える 

からである。いくら大人が誇かれと思って作った遊具 

でも子どもが見向きもしなければ,机上の空論と同じ 

ことである。また,チどもは大人が考えもしなかった 

ような遊び方をしたりもする,想定外の遊び方によっ 

て破拟するようでは/•どもの遊びを理解しているとは 

言えない。実習やボランティアなどの機会を利用して 

子どもの中で充分な検証を行った作品は、子どもの心 

を捉え.思いも寄らない遊び方にも耐えうるだけの安 

全性を備えたものとなる。

これまで具体的には2间生のf幼児美術」受講セに 

よる申展に合同で出品•展ボするという形をとってい 

る。この卒展は主に遊具を中心とした展示で、会期中 

多くの子どもたちが遊びに来るc乗ったり触れたりし 

て遊べる展覧ということで、これまで32年の歴史が 

あり,ある程度定者してきている。人場者数は梅年400 
一500人くらい、そのうちFどむの数は3分の1から 

’峨醜とみられる。fどもたちの卑齡W成は〇触、
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ら小''m 4年生くらいまでと幅広く,遊び力■も干差万 

別である。5日問の会期中,子どもたちの激い、使用 

に耐えるためにはあらゆる遊び方を想定し、对策を!;算 

じなければならない,

ここでの発表•展ボはテーマに沿って_した作品 

がfどもの中で遊ばれ使用されることで,盘図したも 

のが逢成できたかどう力*^掖終検Mの盘味合いと向時 

に,学生が自分の作ったものを媒体にして社会に繁が 

っているという吐会参加意識を戈感する機会でもある.-. 

子どもとのコミュニケーションはもちろん,必ずと 

いっていいほど保護者が、rどもを遊ばせてもらった 

お礼とともに作品に対する感想を言ってくれる。

「こんなに素晴らしい、子どものことをよく考えら 

れた作品を作れる学生さんだから,きっと求敵ないい 

先生になられるでしtうね,」という一言が学生に、達 

成感とともに、社会の-員として役に、Zてるという& 

信を与え.それがfi己肯定姑の獲得にっながるであろ 

うことrm像に雜くなv、。

<受講生前川の場合>

受講生前川はrくま一なっっjと題すろ4段屯ねの 

巨大な布製クッションを制作し修了研究とした、

iit^9()cmX商さ30cmのドーナッッ状のクッション 

が3段、それぞれ赤、0,跨のキルティング生地を縫製 

したものにスポンジを細かくしたものを詰めて作られ 

ており,その上に同じく芮色のキルティング生地で作 

った熊の頭が乘っている。令部Mみ截ねると135cmと5 
歳児の身设より尚くなり,I個あたりの重缺もおよそ 

3kgとfどもが持ち上げるにはギリギリの屯さに設定 

している。一見ゾフトで巨大なだるま落としのようだ 

が、前川も最初はR大なだるま落としをィメージして 

いたことに起因する。タイトルは「くま』とfドーナ 

ッッJからなる前川の造訊である.

前川がこの作品を作るに到ったテーマ設定の理山は 

以Fの通りである。

r私がこのテーマを選んだ理由は,遊び力'の枠のな 

い,子ども連が自由な発想で遊びを作り出せるものを 

作りたいと思ったことがきっかけです。

保冇実習など様々な場で子ども逹とふれあい、私た 

ちには考え付かない遊びを子ども速は次々に作り出し 

ていきます。落ちている使っぱや木、石や空き箱,私 

たちにはその辺にfeがっているものとし力姑施し•ない 

物でも剣になった*箱、宝石へと姿を変え子ども逢 

には全て力r玩具になっているように思えます。

そこで私は子ども違が自由に遊びを考えることの出 

來るものを作ることにしました〇 J (『［修丫研究及び綸 

文」研究好Vol.5』夙川学院短期大学杷項教育学科• 

s.¥攻科(保疗尊攻)2009 P.51)
このようなテーマを役定するまでにほとんど前期す 

ベてを費やした.後期になって?^らもこのテーマをど 

う具体化するかということがなかな力俠まらず、何度 

も悩んだ末ようやく後期の保青龙習の前後辺りにアイ 

デアが阎まったようである。

私の「修!"ゼミ』では作品による発表の堪合,制作 

に费やす時問以上に制作に到るまでの考察のプロセス 

を逭悅する。いかに優れて完成度の离い作品でも,こ 

のことが子どもに何をもたらすのか,子どもにとって 

どうなのかということがきちんと考えられていない作 

品は評価しない。というより,子どもの視点からの問 

いかけを何度も捵り返す中で,学生自らがそのような 

視点を形成して行けるように貼»している。

アイデアが決まってしまえば,後は安全性や丈夫さ 

などに気を配りながら、ひたすら制作に励む。時問的 

な余俗はないため大きな失敗は許されない

的)11は平面の布をはぎ合て*体を作るT-程にお 

いて、突物の5分の丨程度の試作品を制作した.特に 

熊の頭の部分の兜紙を取るのに苦労していたようだが、 

試作品を作っていたおかげで何度力*«失敗を経たもの 

の何とか完成に漕ぎつけた.

中に充功する材料は,価格や屯Sのことを考!®して 

スポンジを細断して使用することとした,

縫製はミシンを使川したが,耳や#などはf-どもの 

荒っぽい极いにも耐えるよう念入りに科!いを施して 

いる。また小さいf-どもの興味を引けるように耳と奔 

には押すと音が出るブラスチック製の笛を入れた,

さて,完成した「くま一なっつjであるが、副掄文 

とともに提出後,2月14日(土)一18日(水)に兵庫 

県民アートギャラリーにおいて開催された「第32［ロ勋 

児类術卒展」に出品•展示した.またその後3月27日(金) 

-290 (H)に原田の森ギャラリー(こおいて開催され 

たf子どもアートフェステイバルゆめのはこ2009Jに 

も农賴を受けて出品•展示することとなった,

fどもの中に盥力れた「くま一なっつ」は他のどの 

遊具よりtよく f-どもが遊んだ〇遊び方は全く自由で, 

锇み®ねる,上に乗る,fcがす,中に入る,体当たり 

するなどあらゆる遊びが考えられるが、あくまでも子 

どもの発想に委ねることを旨としているのは前川のテ

42



例///ブ说知'助人'7教行火践研究紀效2008

ーマ設定の理由にある通りである。実際fどもが遊ぶ 

様子を見ていると,上記のようなあらゆる遊びが観察 

できfc.

また『重さがあるので転がしたり觔かしたりするの 

は子どもにとっては簡舉に出來ることではありません 

が、チどもたちにとって簡嗔には動力^±ない逭さの物 

を’生®命動かすことに楽しみを感じ、動かせたとき 

の達成感は大きいtのではないかと跨えました。J 
(『「修r研究及び論文」研究秘voi.5』剛ii学院妃 

期大学児童教育学科•專攻科(保育専攻)2009 
P.51)というように、4歳児が何度も崩しては積み直 

すという行為を繰り返す姿も観核された。4段冃を酋尾 

よぐ積んだ子どもの誇らしげな様子•が印象的である。

「そして、？ども一人では持ちhげることは出来るが 

かなり大変だと思います。数人の子ども逮で持ち上げ 

ろのを協力したりすることで■-緒に遊ぶきっかけを与 

えたり、直径90cmと子ども2人ぐらいで乗り遊ぶこ 

とも出朵ます。j (『「修了研究及び&文」研究録Vol.5j 
W!l学院短期大学児童教育学科■専攻科(保育専攻) 

2009 P.51)というように、複数の子どもが協力し合 

って褚み上げる姿tfsj度t観察された„

中でも最もよく遊ばれたのが積み上げたドーナッツ 

状の穴の中に入るというものであるaこれについても 

「だるまのように積み電ねることもでき、中に入って 

遊べるようにしましたく=

きっかけは,実習中に感じたのですが穴や隠れるこ 

との出架る場所などに入ることを好んでいるように思 

います。

lm35cmと小学生ぐらいの千どむが恐れることの出 

央5高さなので隐Hて遊ぶことも出来ます。J (『「修了 

研究及び論文j研究録VoL5j夙川学院fei期大学兇 

取教育学科-薄攻科(保育春攻)2009 P.51)と, 

差いている通り,前川の設定したテーマは「くま一な 

っつ」という作品において完全に実現できたといえ么 

そしてそれは,決して机の上のアイデアだけで成し 

得たものではなく、実Uやボランティアを通して見て 

きた生の子どもの姿があったからこそ実現できたもの 

である。深い子ども理解に炎打ちされた作品が持っ魅 

力は子どもが一番よくそれを知っている。

r卒展」および1■ゆめのはこ2009Jの会期中、子ど 

もたちが［くま一なっつ」で遊ぶ採子を約80枚の写窈 

に紀録しているが、ここでは紙幅の開係でその中の- 

部12枚の写真を掲救することとする。
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く修了ゼSを通してのまとめ>

今冋『修rゼミ」の中でも比較的好結果を得られた 

例として受講牛.前川の研究成果を取り上げたが、他に 

もこれに勝るとむ劣らなL嘶究成果を挙げた例がない 

訳ではない〇ただ,今回取り上げた「くま一なっつ』 

は学外発表の檐台の中で、了-どもの遊ぶ組度、遊びの 

多様性、遊びの質などにおいて他を圧倒していた.

怍品ととGに提出された剐論父に井かれていたこと 

と現実との-•致ということもこの作品を取り上げた理 

由の-つである。すなわち前川の設定したテーマが盘 

図通りに実現したということである。

チどもを研究の中心に据え,户どもからの発想を大 

切にするという本ゼミの意図をよく题解し、充分な検 

証と巧察を繰り返しながら進めた前川の本研究が、そ 

の中心であるf-どもへのフィードバックにおいて意図 

通りの成果が昆られたことは,本ゼミの取り組みがあ 

ながち問迹ってはいなかったことの紅でもあると安堵 

している。

この研究を今後本ゼミを進めて行く上において,自 

分の中での一^の試叙石として捉えたい。

4.文献

『「修/•研究及び論文J研^ Vdi.5j 賊川学K短期 

大学咒遊教育学科•曹攻科(保育等攻)2009 

ピアスーパーバイザーからのコメント

本研究は、專攻科(保:育#攻»における修了研究(修 

了ゼミ)の--例を取り上げて,それがいかに成功(こ 

ゼったかを,指溥教貝の立場から報告したものであ 

る。まず、執,者が行ってきた修了ゼミの進め方、 

指導の仕方,芎え方を概说し,次は取りとげられた 

战功例につぃて具体^な経®を述べている,その論 

述は適切であり,ゼミの成果である作品の製作過程 

と完成後の特色が手にとるようによくわかる。

(担当:中広全延)
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